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～求職者対象～　資格取得の経費を助成します

お知らせ

対次の全ての要件を満たす人
・・市内在住の満18歳以上の人（在学中の人を除く）
・・資格取得日時点で公共職業安定所に求職申し込み

をしている人
・・対象講習を受講し、修了した人
・・市税を滞納していない人
▶助成対象講習など（全16種）
⑴足場の組立て等作業主任者技能講習
⑵床上操作式クレーン運転技能講習
⑶小型移動式クレーン運転技能講習
⑷ガス溶接技能講習
⑸フォークリフト運転技能講習	
⑹ショベルローダー運転技能講習
⑺車両系建設機械（整地・運搬・積込用および掘削用）

運転技能講習
⑻車両系建設機械（解体用）運転技能講習
⑼車両系建設機械（基礎工事用）運転技能講習
⑽玉掛け技能講習

⑾アーク溶接等の業務に係る特別教育
⑿介護職員初任者研修
⒀介護職員実務者研修
⒁介護支援専門員研修
⒂医療事務講座
⒃危険物取扱者
▶助成金額＝講習受講料など（テキスト代を除く）の

２分の１の額　※上限25,000円
申資格取得日から30日以内に、①大船渡市求職者資

格取得支援助成金交付申請書、②ハローワーク
カードの写し、③資格取得を証明するものの写し、
④受講料などの領収書の写し、⑤大船渡市求職者
資格取得支援助成金交付請求書を提出してくださ
い。

※①と⑤は、本庁商工企業課と気仙管内の技能講習
受講機関に備え付けているほか、市ホー
ムページからダウンロードできます。

問商工企業課（☎内線111）

省エネ・耐震・空き家補助金の申請・相談を受け付けます

（※１）申請者負担額3,000円は、申請者が耐震診断
士にお支払いください。

（※２）空き家の取得価格が30万円未満の場合は相当額
（※３）○：併用可　△：条件付き併用可　×：併用

不可

　上記以外にも条件があります。詳細は市ホーム
ページを確認するか、お問い合わせください。
問住宅管理課（☎︎内線322、324）

No. 事業名 受付状況 補助額 補助率 対象 併用（※３）

①
住宅省エネリ
フォーム助成
事業

申請受付中 最大10万円
（地域商品券）

断熱向上：10分の1
（+機能向上：10分の2）
（+機能維持：10分の1）

市内の自己が居住する住宅
で、断熱向上工事を行うも
のなど

○：③④⑤⑥
△：②⑦

②
住まいの省エ
ネルギー改修
推進事業

事前相談
受付 最大85万円

診断：3分の2
改修：10分の4、
　　　10分の8

市内の戸建て住宅で、省エ
ネ改修（ZEH水準など）後に
現行の耐震基準に適合する
ものなど

○：③④⑤
△：①⑥⑦

③ 木造住宅耐震
診断支援事業

事前相談
受付 47,000円（※1） 10分の9

旧耐震基準（昭和56年5月31
日以前）で建てられた2階建
て以下の木造住宅など

○：①②④⑤
　　⑥⑦

④ 木造住宅耐震
改修支援事業

事前相談
受付 最大115万円 5分の4

旧耐震基準の2階建て以下
の木造住宅で、現行の耐震
基準を満たす改修工事を行
うものなど

○：①②③⑤
　　⑥⑦

⑤
ブロック塀等
安全確保対策
事業

事前相談
受付 最大30万円 3分の2

避難路沿道などに面したコ
ンクリートブロック造など
の塀で、耐震性が不十分な
ものなど

○：①②③④
　　⑥⑦

⑥
若者・移住者
空き家取得奨
励金

申請受付中
取得費最大

30万円
子育て世帯加算

20万円
定額（※２）

若者世代（39歳以下）または
岩手県外からの移住者で、大
船渡市空き家バンクを利用
して登録物件を取得した人

○：①③④⑤⑦
△：②

⑦ 空き家改修工
事補助金 申請受付中 最大50万円 2分の1

空き家バンクを利用して購
入・賃借した空き家住宅を
改修するものなど

○：③④⑤⑥
△：①②

⑧ 危険空き家除
却工事補助金

５月20日から
申請・事前
相談受付

最大50万円 5分の4
倒壊や部材の落下の危険が
あるなど、市が定める基準
に該当する居住用の空き家
を解体するもの

×

市ホームページ

⚫５月11日㈪　　12:00～ 15:00

⚫５月13日㈬　　12:00～ 15:00

DACCO交流広場利用不可日のお知らせ

問こども家庭センター（☎47・５２００）

　赤ちゃんの健康相談などを行うため、次の日時は交流
広場の利用ができません。

人口のうごき
３月31日現在　※（ ）内は前月比

総人口　31,100人（−194人）
男

14,842人（−92人）

女
16,258人（−102人）

世帯数
14,613世帯（−37世帯） 市ホームページ

５月下旬から防災気象情報が新しくなります

お知らせ

　大雨などによる災害の危険が迫ったときは、５段
階の警戒レベルに応じて、市の避難情報や気象台の
警報などを参考に避難行動を取る必要があります。
　気象庁は、避難の判断をより分かりやすくするた
め、５月下旬（予定）から新しい防災気象情報の運用
を開始します。新しい情報は、河川氾濫・大雨・土

砂災害・高潮の災害ごとに発表され、危
険警報や河川氾濫の特別警報が新設さ
れるほか、５段階の警戒レベルに対応し
ます。
　詳細は気象庁特設ページをご覧ください。
問危機防災対策課（☎内線251）

詳細はこちら

警戒レベル
河川氾濫

1級河川などの
大河川の氾濫

大雨
低地の浸水や

大河川以外の氾濫

土砂災害
急傾斜地の

がけ崩れや土石流

高潮
海水面の上昇や波の
打ち上げによる浸水

（警戒レベルごとに）
住民がとるべき行動

５相当 レベル5
氾濫特別警報

レベル5
大雨特別警報

レベル5
土砂災害特別警報

レベル5
高潮特別警報 命の危険　直ちに安全確保！

4相当 レベル4
氾濫危険警報

レベル4
大雨危険警報

レベル4
土砂災害危険警報

レベル4
高潮危険警報 危険な場所から全員避難

３相当 レベル3
氾濫警報

レベル3
大雨警報

レベル3
土砂災害警報

レベル3
高潮警報

避難に時間を要する人は早めに避
難、避難の準備など

２ レベル2
氾濫注意報

レベル2
大雨注意報

レベル2
土砂災害注意報

レベル2
高潮注意報

避難行動を確認（避難場所や避難
ルート、避難のタイミングなど）

1 早期注意情報 災害への心構えを高める

気象情報（警戒レベル）と避難情報

（出典：気象庁ホームページ）

お知らせ


